
「
一
次
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
コ
ア
」施
設

「
相
談
窓
口
」で
治
療
後
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

　

札
幌
白
石
記
念
病
院
は
、
２
０
２
１

年
４
月
に
「
一
次
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー

（
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）コ
ア
」
施
設
に
指
定
さ
れ
た
。

コ
ア
施
設
は
24
時
間
３
６
５
日
の
救
急

医
療
体
制
を
整
え
脳
梗
塞
に
対
す
る
血

栓
回
収
療
法
が
可
能
な
施
設
で
あ
る
こ

と
に
加
え
、「
脳
卒
中
相
談
窓
口
」
の

併
設
な
ど
Ｐ
Ｓ
Ｃ
と
比
べ
指
定
条
件
が

厳
し
く
、
道
内
で
は
数
少
な
い
。

　

併
設
さ
れ
た
「
脳
卒
中
相
談
窓
口
」

で
は
、
医
師
や
看
護
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
な
ど

が
連
携
し
て
急
性
期
治
療
の
後
の
リ
ハ

ビ
リ
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
生
活
全
般

に
わ
た
り
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

髙
橋
賢
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
長
の
専
門

は
、
超
音
波
エ
コ
ー
を
駆
使
し
た
脳
卒

中
の
再
発
予
防
。
日

常
診
療
で
は
脳
卒
中

の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

を
行
う
ほ
か
、
頸
動

脈
エ
コ
ー
や
心
エ
コ

ー
、
下
肢
静
脈
エ
コ

ー
を
使
い
、
動
脈
硬
化
の
狭
窄
病
変
や

脳
塞
栓
症
の
原
因
と
な
る
血
栓
の
箇
所 

（
塞
栓
源
）を
検
索
。
脳
卒
中
の
背
景
に

あ
る
隠
れ
た
原
因
を
調
べ
る
ほ
か
、
神

経
疾
患
の
有
無
に
つ
い
て
も
診
断
す
る
。

　

治
療
モ
ッ
ト
ー
は
「
迅
速
な
診
断
と

適
切
な
予
防
」。

 

「
脳
卒
中
は
、
急
性
期
治
療
を
行
っ
て

も
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
が
な
い
と
再
発

す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
脳
卒
中

の
背
景
に
あ
る
隠
れ
た
原
因
を
調
べ
る

こ
と
で
二
次
予
防
に
努
め
て
い
き
た

い
」（
髙
橋
医
師
）
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脳卒中センター長

（たかはし　けん）岩手医科大学卒。九州医療
センター、岩手県立中央病院を経て、２０２１年
１月から札幌白石記念病院に勤務。同年４月
に脳卒中センター長に就任。日本脳卒中学会
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会専門医、日本神経学会指導医、日本脳神
経超音波学会認定脳神経超音波検査士等。
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